
令和２年９月取材 

  

障がいのある方の雇用に取組む 

三彩食品有限会社 

(京都市南区) 
「京都はあとふる企業」です 

 

                      

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい者雇用の経緯】 

人材不足に悩んでいた７年位前に、ハローワークから依頼があり、

初めて障がいのある方の実習を受け入れました。釜洗い、米洗い、

計量、炊飯器への投入などの力仕事ですが、真面目で体力のある方

でしたので、雇用することにしました。 

 

                   【少人数職場でチームワークの中で成長する】 

                     パートを入れて 15 名位の職場でシフト制もあり、「ともかく

一緒に働いている社員の真似をしなさい」を基本に仕事をスタ

ートさせました。最初はミスも多く、もどかしいところもあり

ましたが、周りの社員が焦らず時間をかけて教える中で、非常

に真面目な方なので、たんたんと仕事をこなされるようになり

ました。その中で、職場の人間関係やチームワークも良くなり、

彼自身の生活リズムもしっかりしてきました。 

                      社員からの評価も高まり、彼の昇給を皆が後押しすることも

ありました。また、体験実習生への指導も出来るほど、戦力とし

て成長してくれています。バーベキューや忘年会などの親睦の

場にも楽しく参加しています。 
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【Ｓさんに聞きました】 

 ７年目です。はじめの頃は、緊張も有りなかな

か慣れなかった。周りの社員さんに、時間をかけ

て教えてもらい、今ではほとんどの仕事ができる

ようになりました。 

釜洗いは、釜が熱く大変な作業で、苦労しまし

たが、どうにかやれるようになりました。 

休みは、学校時代の友達と街に出かけます。将

来は一人暮らしもしたいので、家事も手伝ってい

ます。 


